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規
　
　
　
則

山
梨
県
規
則
第
四
十
九
号

山
梨
県
行
政
書
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
行
政
書
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
行
政
書
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
と
い
う
。）」
の
下
に
「
及
び
行
政
書
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
総
理
府
令
第

五
号
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

第
四
条
第
二
項
中
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
十
三
条
の
二
十
二
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
行
政
書
士
会
の
会
員
に
関
す
る
報
告
事
項
で
あ
つ
て
知
事
が
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
と
し
、」
を
削
り
、
同
条
各
号
を
削
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
条

省
令
第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
五
号
及
び
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
知
事
の
定
め
る
事
項

は
、
会
員
の
登
録
番
号
及
び
会
員
番
号
と
す
る
。

第
二
号
様
式
中
「
自
治
大
臣
」
を
「
総
務
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
中
「
第
１
３
条
」
を
「
第
１
３
条
の
２
２
」
に
、「
行
政
書
士
の
」
を
「
行
政
書
士
又

は
行
政
書
士
法
人
の
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
五
十
号

山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
三
項
」
に
、「
届
書
」
を
「
届
出
（
同
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
次
の
」
を
「
、
次
の
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号
を
削
り
、
同
条
第
十
一
号
中
「
第
十

一
号
様
式
」
を
「
第
十
二
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
十
号
中
「
第
十

号
様
式
」
を
「
第
十
一
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
第
九
号

様
式
」
を
「
第
十
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
第
八
号
様
式
」

を
「
第
九
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
削
り
、

同
条
第
四
号
中
「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
八
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第

三
号
の
四
中
「
分
割
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
営
業
者
地
位
承
継
届
」
を
「
分
割
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
営
業
者
地
位
承
継
届
」
に
、「
第
三
号
様
式
の
四
」
を
「
第
七
号
様
式
」
に
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梨
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改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
三
中
「
合
併
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
営
業
者
地

位
承
継
届
」
を
「
合
併
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
営
業
者
地
位
承
継
届
」
に
、

「
第
三
号
様
式
の
三
」
を
「
第
六
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
二

中
「
相
続
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
営
業
者
地
位
承
継
届
」
を
「
相
続
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は

無
店
舗
取
次
店
営
業
者
地
位
承
継
届
」
に
、「
第
三
号
様
式
の
二
」
を
「
第
五
号
様
式
」
に
改
め
、
同

号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
三
項
」
に
、「
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
所
廃
止
届
」
を
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
営
業
廃
止
届
」
に
、「
第
三
号
様
式
」

を
「
第
四
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を

「
第
五
条
第
三
項
」
に
、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
開
設
届
出
事
項
変
更
届
」
を
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
開
設
又

は
無
店
舗
取
次
店
営
業
開
始
届
出
事
項
変
更
届
」
に
、「
第
二
号
様
式
」
を
「
第
三
号
様
式
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
　
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
無
店
舗
取
次
店
営
業
開
始
届
　
　
　
　
　
　
　
第
二
号
様
式

第
九
条
中
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
」
を
「
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
」
に
改
め
、「
所
在
地
」
の
下
に
「（

無
店
舗
取
次
店
に
あ
つ
て
は
、
営
業
者
の
住
所
）」
を
加
え
る
。

第
一
号
様
式
中
「（
第
８
条
第
１
号
関
係
）」
を
「（
第
８
条
関
係
）」
に
、
「
従
　
　
　
業

者
　
　
　
数
」
を
「
従
事
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
」
に
、「
そ
の
数
」
を
「
名
称
」
に
、「
従
業
者

数
」
を
「
従
事
者
数
」
に
改
め
る
。

第
十
二
号
様
式
を
削
る
。

第
十
一
号
様
式
中
「（
第
８
条
第
１
１
号
関
係
）」
を
「（
第
８
条
関
係
）」
に
改
め
、
同
様
式
を

第
十
二
号
様
式
と
す
る
。

第
十
号
様
式
中
「（
第
８
条
第
１
０
号
関
係
）」
を
「（
第
８
条
関
係
）」
に
改
め
、
同
様
式
を
第

十
一
号
様
式
と
す
る
。

第
九
号
様
式
中
「（
第
８
条
第
９
号
関
係
）」
を
「（
第
８
条
関
係
）」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
十

号
様
式
と
す
る
。

第
八
号
様
式
中
「（
第
８
条
第
８
号
関
係
）」
を
「（
第
８
条
関
係
）」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
九

号
様
式
と
す
る
。

第
五
号
様
式
か
ら
第
七
号
様
式
ま
で
を
削
る
。

第
四
号
様
式
中
「
第
４
号
様
式
」
を
「
第
４
号
様
式
（
第
８
条
関
係
）」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
八

号
様
式
と
す
る
。

第
三
号
様
式
の
四
中
「
分
割
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
営
業
者
地
位
承
継
届
」
を
「
分
割
に
よ
る
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
営
業
者
地
位
承
継
届
」
に
、「
３
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
名
称
及

「
３
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
名
称

び
所
在
地
」
を

４
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
所
在
地
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
業
務
用
車
両
の
保
管
場
所

に
改
め
、
同
様
式
を
第
七
号
様
式
と
す
る
。

及
び
自
動
車
登
録
番
号
若
し
く
は
車
両
番
号
」

第
三
号
様
式
の
三
中
「
合
併
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
営
業
者
地
位
承
継
届
」
を
「
合
併
に
よ
る
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
営
業
者
地
位
承
継
届
」
に
、「
３
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
名
称
及

「
３
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
名
称

び
所
在
地
」
を

４
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
所
在
地
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
業
務
用
車
両
の
保
管
場
所

に
改
め
、
同
様
式
を
第
六
号
様
式
と
す
る
。

及
び
自
動
車
登
録
番
号
若
し
く
は
車
両
番
号
」

第
三
号
様
式
の
二
中
「
相
続
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
営
業
者
地
位
承
継
届
」
を
「
相
続
に
よ
る
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
営
業
者
地
位
承
継
届
」
に
、「
３
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
名
称
及

「
３
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
名
称

び
所
在
地
」
を

４
　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
所
在
地
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
業
務
用
車
両
の
保
管
場
所

に
改
め
、
同
様
式
を
第
五
号
様
式
と
す
る
。

及
び
自
動
車
登
録
番
号
若
し
く
は
車
両
番
号
」

第
三
号
様
式
中
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
廃
止
届
　
　
　
　
」
を
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次

店
営
業
廃
止
届
」
に
、「
第
５
条
第
２
項
」
を
「
第
５
条
第
３
項
」
に
、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
名
称

」
を
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
名
称
」
に
、「
の
所
在
地
」
を
「
の
所
在
地
又
は
無

店
舗
取
次
店
の
業
務
用
車
両
の
保
管
場
所
及
び
自
動
車
登
録
番
号
若
し
く
は
車
両
番
号
」
に
、「
検
査

確
認
証
」
を
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
に
あ
つ
て
は
、
検
査
確
認
証
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
四
号
様
式
と

す
る
。

第
二
号
様
式
中
「（
第
８
条
第
２
号
関
係
）」
を
「（
第
８
条
関
係
）」
に
、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所

開
設
届
出
事
項
変
更
届
」
を
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
開
設
又
は
無
店
舗
取
次
店
営
業
開
始
届
出
事
項
変
更

届
」
に
、「
第
５
条
第
２
項
」
を
「
第
５
条
第
３
項
」
に
、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所
の
名
称
」
を
「
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
所
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
名
称
」
に
、「
の
所
在
地
」
を
「
の
所
在
地
又
は
無
店
舗
取
次
店

の
業
務
用
車
両
の
保
管
場
所
及
び
自
動
車
登
録
番
号
若
し
く
は
車
両
番
号
」
に
、「
の
構
造
設
備
」
を

「
又
は
無
店
舗
取
次
店
の
業
務
用
車
両
の
構
造
設
備
」
に
、「
検
査
確
認
証
」
を
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
所

に
あ
つ
て
は
、
検
査
確
認
証
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
三
号
様
式
と
す
る
。

第
一
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
二
〇



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
二
一

第２号様式（第８条関係）



第
十
三
号
様
式
中
「（
第
８
条
関
係
第
１
３
号
関
係
）」
を
「（
第
８
条
関
係
）」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
五
十
一
号

山
梨
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
四
年
山
梨
県
規
則

第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
二
二



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
二
三

第１号様式（第１０条関係）



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
二
四



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
二
五

第２号様式（第１０条関係）



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
二
六



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
二
七

第３号様式（第１０条関係）



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
二
八



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
二
九

第４号様式（第１０条関係）



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
三
〇



附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号

山
梨
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
三
峡
東
地
域
振
興
局
の
項
中
「
石
和
警
察
署
」
を
「
笛
吹
警
察
署
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
四
百
三
十
三
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

ツ
ル
虎
ノ
門
外
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

都
留
市
四
日
市
場
字
瀬
中
百
八
十
八
番
地

ン
病
院

二
　
認
定
期
間

平
成
十
六
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
九
月
二
十
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
四
百
三
十
四
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

山
梨
県
立
中
央
病
院

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目
一
番
一
号

二
　
認
定
期
間

平
成
十
六
年
九
月
二
十
三
日
か
ら
平
成
十
九
年
九
月
二
十
二
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
四
百
三
十
五
号

農
地
法
第
三
条
第
二
項
第
五
号
か
っ
こ
書
等
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
面
積
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

農
地
法
第
三
条
第
二
項
第
五
号
か
っ
こ
書
等
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
面
積
を
定
め
る
告
示
の
一

部
を
改
正
す
る
告
示

農
地
法
第
三
条
第
二
項
第
五
号
か
っ
こ
書
等
の
規
定
に
よ
る
別
段
の
面
積
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十

六
年
山
梨
県
告
示
第
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

一
の
表
の
一
の
項
中
「
東
山
梨
郡
春
日
居
町
」
を
「
笛
吹
市
（
旧
春
日
居
町
の
区
域
に
限
る
。）」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
収
用
事
業
の
認
定
を
し
た
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
起
業
者
の
名
称

境
川
村

二
　
事
業
の
種
類

境
川
児
童
館
駐
車
場
建
設
事
業

三
　
起
業
地

１
　
収
用
の
部
分
　
東
八
代
郡
境
川
村
小
黒
坂
字
柳
原
地
内

２
　
使
用
の
部
分
　
な
し

四
　
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

１
　
法
第
二
十
条
第
一
号
要
件

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
三
一



境
川
児
童
館
駐
車
場
建
設
事
業
（
以
下
「
本
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
児
童
厚
生
施
設
（
児
童
館
）
の
駐
車
場
整
備

事
業
で
あ
り
、
法
第
三
条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
「
社
会
福
祉
法
に
よ
る
社
会
福
祉
事
業
の
用
に

供
す
る
施
設
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
一
号
に
該
当
す
る
。

２
　
法
第
二
十
条
第
二
号
要
件

起
業
者
は
、
一
般
会
計
に
よ
り
既
に
財
政
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な

意
思
と
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、法
第
二
十
条
第
二
号
に
該
当
す
る
。

３
　
法
第
二
十
条
第
三
号
要
件

（一）

申
請
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

境
川
児
童
館
は
、
平
成
十
四
年
四
月
に
開
館
し
た
が
、
現
在
、
当
初
見
込
ん
だ
一
日
平
均
約

三
十
名
の
二
倍
と
な
る
約
六
十
名
の
児
童
が
利
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
児
童

の
送
迎
等
に
設
置
し
た
八
台
分
の
既
存
駐
車
場
で
は
対
応
し
き
れ
ず
、
引
き
渡
し
時
間
の
午
後

六
時
頃
に
は
、
児
童
館
前
面
の
道
路
は
、
児
童
を
迎
え
に
来
た
保
護
者
の
乗
用
車
で
混
雑
し
、

路
上
駐
車
が
横
行
す
る
等
、
利
用
に
支
障
を
来
し
、
通
行
者
に
も
迷
惑
が
か
か
っ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
事
業
は
、
新
た
に
駐
車
場
を
増
設
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
事
業
が
完

成
す
る
と
、
児
童
館
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
交
通
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
と
と

も
に
、
今
後
の
児
童
館
利
用
者
の
拡
大
に
も
対
応
が
可
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
。

（二）

申
請
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
は
、
工
事
期
間
中
の
騒
音
及
び
振
動
に
起

因
す
る
周
辺
環
境
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
が
、
周
辺
に
は
民
家
が
少
な
く
、
周
辺
環
境
に
与

え
る
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益

は
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（三）

代
替
案
と
の
比
較

本
事
業
の
施
行
位
置
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
、
経
済
性
、
環
境
等
の
要
件
を
考
慮
し
選
定
さ

れ
た
三
案
に
つ
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
本
事
業
の
起
業
地
が
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す

最
も
適
当
な
も
の
と
し
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（四）

比
較
衡
量

（一）
で
述
べ
た
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
（二）
で
述
べ
た
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、

本
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
（三）
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
の
起
業
地
は
、
代
替
案
と
比
較
し
て
最
も
適
切
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
の
適
正
且
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
」
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
三
号
に
該
当
す
る
。

４
　
法
第
二
十
条
第
四
号
要
件

（一）

申
請
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

本
事
業
は
、
駐
車
場
台
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ
る
児
童
館
周
辺
の
混
雑
状
況
及
び
境
川
児
童

館
運
営
委
員
会
等
か
ら
の
駐
車
場
増
設
要
望
を
踏
ま
え
る
と
、
早
期
に
事
業
を
施
行
す
る
必
要

性
が
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

（二）

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

本
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
予
想
駐
車
台
数
か
ら
積
算
し
た
施
設
規
模
等
と
し
て
お

り
、
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
起
業
地
の
範
囲
に
お
い
て
、
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用

に
は
馴
染
ま
な
い
た
め
、
収
用
と
す
る
こ
と
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（三）

収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
性

以
上
に
よ
り
、
本
事
業
は
、「
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
」
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
条
第
四
号
に
該
当
す
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
ま
で
で
述
べ
た
と
お
り
、
本
事
業
は
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
と

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
り
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

境
川
村
役
場
企
画
課

山
梨
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
地
域
振
興
局
市

川
建
設
部
に
お
い
て
、こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

市
川
大
門
下

西
八
代
郡
市
川
大
門
町
大
字
黒
沢
字

四
九
〇
・
〇
平
成
十
六
年

部
身
延
線

家
の
後
二
〇
四
三
番
の
二
地
先
か
ら

十
月
五
日

西
八
代
郡
市
川
大
門
町
大
字
黒
沢
字

猿
尾
二
五
一
八
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
三
二



山
梨
県
告
示
第
四
百
三
十
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
北
地
域
振
興
局
建

設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

長
坂
高
根
線

北
巨
摩
郡
長
坂
町
大
字
大
八
田
字
栗

三
七
〇
・
〇
平
成
十
六
年

林
四
四
一
八
番
の
二
地
先
か
ら

十
月
十
三
日

北
巨
摩
郡
長
坂
町
大
字
大
八
田
字
道

添
三
八
五
二
番
の
四
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
四
百
三
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
土
木
部
道
路
管
理
課
及
び
富
士
北
麓
・
東
部
地

域
振
興
局
大
月
建
設
部
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
二
十
一
日
ま
で
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

一
般
国

一
三
九
号

大
月
市
賑
岡
町
強
瀬
字
西
山
八
一
番

一
八
五
・
〇
平
成
十
六
年

道

の
六
地
先
か
ら

九
月
三
十
日

大
月
市
賑
岡
町
強
瀬
字
上
平
二
二
八

番
の
五
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
号

山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
禁
止
地
域
及
び
許
可
地
域
の
指
定
（
平
成
四
年
山
梨
県
告

示
第
百
十
五
号
の
二
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
九
月
十
三
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

二
の
２
中
「
、
中
富
町
」
を
削
り
、
二
中
１８
を
削
り
、
１９
を
１８
と
し
、
２０
を
１９
と
し
、
２１
を
２０
と
し
、

２２
を
２１
と
す
る
。

山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
明
野

村
長
か
ら
次
の
と
お
り
字
の
区
域
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
処
分
は
、
土
地
改

良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
換
地
処
分
の
公
告

が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

変
更
前
の
字
の
区
域

変
更
後
の
字
の
区
域

大
字
上
手
字
金
山
六
二
四
九
の
一
部
、
六
二
五

大
字
上
手
字
八
藤
塚

〇
の
一
部
、
六
二
五
三
の
一
部
、
六
二
五
五
の

一
部
、
六
二
五
六
の
一
の
一
部
、
六
四
二
〇
の

一
部
、
六
四
二
一
の
一
部
、
六
四
二
二
の
一
部

、
六
四
二
三
の
一
部
、
六
四
二
六
の
一
部
、
六

四
二
七
の
一
部
、
六
四
三
二
の
一
部
、
六
四
三

三
の
一
部
、
六
四
三
四
の
一
部
、
六
四
三
五
の

一
部
、
六
四
四
二
、
六
四
四
六
、
六
四
四
八
、

六
四
四
九
、
六
四
五
〇
の
一
部
、
六
四
五
四
の

一
部
、
六
四
五
五
か
ら
六
四
五
八
ま
で
、
六
四

六
〇
か
ら
六
四
六
三
ま
で
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
明
野
村

有
地
の
一
部
並
び
に
六
三
九
八
の
二
、
六
三
九

九
、
六
四
〇
九
地
先
の
水
路
で
あ
る
明
野
村
有

地
の
全
部

大
字
上
手
字
鍛
治
ヶ
森
六
九
二
五
の
一
部
、
六

九
二
八
の
一
、
六
九
二
八
の
二
、
六
九
三
〇
、

六
九
三
四
、
六
九
三
八
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
明
野
村
有

地
の
全
部
並
び
に
六
九
〇
六
、
六
九
一
一
に
隣

接
す
る
道
路
で
あ
る
明
野
村
有
地
の
全
部

大
字
上
手
字
五
反
田
二
四
七
七
地
先
の
道
路
で

あ
る
明
野
村
有
地
の
一
部

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
三
三



山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
二
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
明
野

村
長
か
ら
次
の
と
お
り
字
の
区
域
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
処
分
は
、
土
地
改

良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
換
地
処
分
の
公
告

が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

変
更
前
の
字
の
区
域

変
更
後
の
字
の
区
域

大
字
小
笠
原
字
大
ま
ま
四
一
九
三
の
一
部

大
字
小
笠
原
字
厚
芝
屋
敷
ノ
内

大
字
小
笠
原
字
東
大
ま
ま
四
七
四
五
の
一
部
、

四
七
四
六
の
一
部

大
字
小
笠
原
字
大
ま
ま
四
一
八
五
の
一
部
、
四

大
字
小
笠
原
字
東
大
ま
ま

一
八
七
の
一
部
、
四
一
九
三
の
一
部
及
び
こ
れ

ら
の
区
域
に
隣
接
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
明

野
村
有
地
の
全
部

大
字
小
笠
原
字
厚
芝
屋
敷
ノ
内
四
二
五
四
の
一

部
、
四
二
五
六
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
明
野
村
有
地
の
全
部
並

び
に
四
二
五
四
、
四
二
五
六
、
四
二
五
七
の
地

先
の
道
路
で
あ
る
明
野
村
有
地
の
一
部

大
字
小
笠
原
字
東
大
ま
ま
四
七
四
九
の
一
部
、

大
字
小
笠
原
字
大
ま
ま

四
七
九
七
の
一
部
、
四
七
九
八
の
一
部
、
四
八

〇
一
か
ら
四
八
〇
四
ま
で
の
各
一
部
、
四
八
〇

五
か
ら
四
八
〇
七
ま
で
、
四
八
〇
八
か
ら
四
八

一
二
ま
で
の
各
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣

接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
明
野
村
有
地

の
全
部

大
字
小
笠
原
字
厚
芝
屋
敷
ノ
内
四
二
五
五
の
一

大
字
小
笠
原
字
大
ま
ま

部
、
四
二
五
六
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に

隣
接
す
る
道
路
で
あ
る
明
野
村
有
地
の
全
部
並

び
に
四
二
四
六
の
地
先
の
道
路
で
あ
る
明
野
村

有
地
の
一
部

大
字
小
笠
原
字
西
の
原
四
〇
一
一
、
四
〇
二
〇

の
一
、
四
〇
二
一
の
一
、
四
〇
二
九
、
四
〇
四

四
、
四
〇
四
五
に
隣
接
す
る
水
路
で
あ
る
明
野

村
有
地
の
全
部

山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
三
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
明
野
　

村
長
か
ら
次
の
と
お
り
字
の
区
域
を
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
処
分
は
、
土
地
改

良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
五
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
換
地
処
分
の
公
告

が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

変
更
前
の
字
の
区
域

変
更
後
の
字
の
区
域

大
字
小
笠
原
字
東
大
ま
ま
四
六
一
七
、
四
六
二

大
字
小
笠
原
字
金
山
尻

〇
、
四
六
八
五
、
四
六
八
七
、
四
六
八
八
、
四

六
八
九
の
一
部
、
四
六
九
八
の
一
部
、
四
七
〇

〇
、
四
七
〇
一
、
四
七
〇
三
、
四
七
〇
四
の
一

部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路

、
水
路
で
あ
る
明
野
村
有
地
の
全
部

大
字
小
笠
原
字
金
山
尻
五
一
三
二
の
一
、
五
一

大
字
小
笠
原
字
東
大
ま
ま

三
三
の
一
部
、
五
一
三
四
の
一
部
及
び
こ
れ
ら

の
区
域
に
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
明
野

村
有
地
の
全
部

山
梨
県
告
示
第
四
百
四
十
四
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
明
野
地
区
浅
尾
原
工
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り

関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
縦
覧
書
類

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
三
四



換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
月
二
十
九
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

明
野
村
役
場

四
　
異
議
申
立
期
間

平
成
十
六
年
十
月
三
十
日
か
ら
平
成
十
六
年
十
一
月
十
三
日
ま
で

公
　
　
　
告

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

甲
斐
市
大
垈
字
松
葉
四
二
一
の
一
、
四
二
一
の
二
、
四
二
一
の
三
、
四
二
一
の
四
、
四
二
一
の
五
、

四
二
一
の
六
、
四
二
一
の
七
、
四
二
一
の
八
、
四
二
一
の
九
、
四
二
一
の
一
〇
、
四
二
一
の
一
一
、

四
二
一
の
一
二
、
四
二
一
の
一
三
、
四
二
一
の
一
四
、
四
二
一
の
一
五
、
四
二
一
の
一
六
、
四
二
一

の
一
七
、
四
三
三
の
二
、
四
三
四
の
一
、
四
三
四
の
二
、
四
三
四
の
三
、
四
三
四
の
四
、
四
三
四
の

五
、
四
三
四
の
六
、
四
三
四
の
七
、
四
三
四
の
八
、
四
三
四
の
九
、
四
三
四
の
一
〇
、
四
三
四
の

一
一
、
四
三
四
の
一
二
、
四
三
四
の
一
三
、
四
三
四
の
一
四
、
四
四
六
の
二
及
び
四
四
六
の
三
の
区

域
二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

水
　
　
　
路

公
　
　
　
園

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
北
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
甲
斐

市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
伊
勢
四
丁
目
二
十
二
番
一
号
　
西
甲
府
住
宅
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
戸
田
克
己

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
昭
和
町
河
東
中
島
字
川
代
四
四
八
の
六
及
び
四
四
八
の
七
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

水
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
昭
和

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
屋
形
一
丁
目
一
番
二
十
六
号
　
有
賀
浩
・
有
賀
早
苗

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
三
号

庁

中

一

般

教

育

事

務

所

県

立

学

校

公

立

小

学

校

公

立

中

学

校

非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
金
　
　
丸
　
　
康
　
　
信

非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

非
常
勤
の
教
育
職
員
の
手
当
支
給
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
二
十
八
年
山
梨
県
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
三
八
〇
円
」
を
「
三
七
〇
円
」
に
改
め
る
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
三
五



別
表
中
「
二
、
八
三
〇
円
」
を
「
二
、
八
〇
〇
円
」
に
、「
二
、
四
九
〇
円
」
を
「
二
、
四
六
〇
円
」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
六
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
二
号
　
　
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

六
三
六


